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要 旨 
 

対象河川流域の洪水流出過程を何らかの流出モデルで表現しようとする

場合、実績洪水資料（雨量・流量系列）を用いて、実測ハイドログラフに最

も適合するようにモデル定数を推定することが必要となる。この推定法がシ

ステム同定あるいはモデル定数の最適化と言われるものである。このとき、

なんらかの客観的基準によってモデル定数の最適値同定を効率よく行う最

適化手法が必要となる。 

種々の最適化手法が存在するが、その中でももっとも理解が容易で、実用

的にも有効な方法は、ニュートン法に代表される一次導関数を用いた最適化

手法であると言われている 1), 2)。 

そこで本報告では、流出解析モデルとして下記の3種類のモデルを取り上

げた。 

(i) 有効雨量を用いた貯留関数法（一般化貯留関数モデル） 

(ii) 損失項を含む貯留関数法（1段タンク型貯留関数モデル） 

(iii) 地下水流出成分を含む貯留関数法（2段タンク型貯留関数モデル） 

また、それぞれの貯留関数型流出モデルについて、下記の2種類の最適化

手法を採用して、比較検討を行った。 

(i) 一階ニュートン法（一次微係数利用） 

(ii) ダビドン法（一次微係数と二次微係数利用） 

数学的最適化手法の成否は、いかに効率よく一次及び二次導関数を算出す

るかに依存する。上記の2種類の最適化手法の適用にあたっては、感度方程

式を理論的に導出して、導関数（感度係数）を解析的に算定している。 
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